
１ 学校の概要 

昭和２２年開校。秋月藩の「明倫」の精

神を継承し、「気品と風格のある学校づく

り」を基調としながら文武両道の精神を掲

げ教育活動に取り組んでいる。また、高鍋

町は児湯地区の中心に位置し、畜産をはじ

め野菜や米の生産も盛んで、豊かな自然を

背景に、宮崎県の食糧庫としても中心的な

役割を担っている。 

２ 活動のねらい 

① 地域の人材や資源を通して、SDGｓの視点

を意識した農業について学び、食や自然に

対する意識を高める。  

② 地域や家庭と連携して農業に取り組み、

持続可能な地域づくりを実践できる生徒を

育成する。 

３ 活動内容 

（１）高鍋農業高校と連携した農業体験活動 

畜産、園芸、食品科学、フードビジネ

スの４学科をグループごとに巡り、それ

ぞれの学科で先輩たちからの説明や実技

体験を行った。畜産科では、牧場見学や

牛の世話体験、フードビジネス科ではキ

クラゲの駒うち、ラジコン草刈り機の操

作、食品科学科では色素の実験等を行っ

ていただいた。 

 体験した生徒たちは「これまでのイメ

ージと違って、科学の最先端を使って農

業をしているのに驚いた」「先輩たちが

牛をとても大切に育てているのを見て感

動した」などの感想が聞かれた。

（２）地元の農家の方による土づくりの指導と

講話 

土づくりの重要性について講話をしてい

ただき、実技講習を行っていただいた。牛

糞と米ぬかをよく混ぜ、ダンボールをかぶ

せ数日発酵させる。米ぬかが微生物のえさ

となり、理想的な土が出来上がる。牛糞は

地元の牧場から分けていただき、米ぬかは

農家の方から余ったものを無償で分けてい

ただいた。 
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 おもに農業体験活動を通して持続可能なまちづくりを体感するとともに、地元の良さを再

認識し郷土を愛する気持ちと自然を大切にしようとする心を育成することを目的とし、年間

を通して活動した。 

SDGsの視点：「11 住み続けられるまちづくりを」「12 作る責任 使う責任」 

様式第１号（第６条、規則第３条及び第 14条関係） 

事業の実施時期：補助を受けた日から 令和５年２月２８日 



（３）野菜の栽培活動 

 校内の花壇を使って野菜の苗植え、育

成、収穫、試食を行った。９月に苗の植え

付け、１０月から１２月まで育成、その間

毎日の水やりや観察、防虫ネットの設置や

キュウリ、ピーマン等の支柱の設置等を行

った。作物の種類や植え付けの時期につい

ては、農家の方と相談し、秋の時期に最適

なものを選んで植え付け、環境にも配慮し

無農薬での栽培を行った。

 

 収穫後の野菜からは大量の廃棄物（食べ

られない部分の葉や根っこなど）が出たた

め、コンポストを利用し、土に分解して肥

料にすることにした。細かく刻んだ葉や根

っこをコンポストに投入し、そのあとＥＭ

菌をまぜてふたをする。すると３～４週間 

後には分解が進み、肥料として再利用する

ことができた。 

（４）農業や SDGｓに関する図書コーナーの設置 

 廊下の棚の一角にミニ図書コーナーを設

置した。栽培の基本や SDGｓについて分か

りやすい本を厳選して置いたので、手軽に

取ってみる生徒や朝自習の時間に読む生徒

の姿が見られた。 

４ 成果と課題 

（１）成果 

  〇 農業の基本を一から学ぶことで農業を

身近に感じ、持続可能なまちづくりへの

意識を高めることができた。 

  〇 収穫した作物を試食することで食育の

よい機会となるとともに地元の自然を見

直し、郷土の良さをあらためて感じるこ

とができた。 

（２）課題 

  〇 環境教育は天候にも左右されやすいの

で、計画を立てる部分での難しさを感じ

た。 

  〇 生活のあらゆる場面で４Ｒを意識する

ためには、まだまだ経験と学習が必要だ

と感じた。 
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